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こ
の
財
政
状
況
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
町
財
政
の
現
況
を
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
財
政

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
も
の
で
、
毎
年
５
月
と
11

月
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
18
年
度
上
半
期

（
平
成
18
年
９
月
30
日
現
在
、
繰

越
明
許
費
分
を
含
む
）
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町の財政状況を　　　
　　　公表します

（平成18年度上半期分）

特別会計の事業内容
①病院で診療を受けたとき、医療費の７割（一部８割、９割）を国民健康保険特別会計で負担しています。	 	
②健康の保持と適切な医療の確保のため、75 歳以上を対象に医療費の９割（一部８割）を老人保健会計で負担しています。	
③高齢化の進展に伴い、寝たきりや認知症等の介護の必要な方に対し、国民全体で公平に支えあう制度です。デイサービス
　やホームヘルプサービスなどの在宅で受けるサービスや施設で受けるサービスを行います。
④生活環境を改善するため、市街地や住宅密集地の河川の水質保全など、下水の集合処理を行います。
⑤農業用用排水の水質保全と生活環境の改善を目的に特定地域の下水の集合処理を行います。
⑥水道水の安定的な供給を行います。
⑦ケーブルテレビの運営及び高度化事業の整備を行います。

特　別　会　計
会　　計　　名 予　算　額 収　入　済　額 収　入　率 支　出　済　額 執　行　率

① 国 民 健 康 保 険 18 億 8,650 万円 7億 2,233 万円 38.3% 7 億 1,916 万円 38.1%
② 老 人 保 健 19 億 5,671 万円 8億	908 万円 41.3% 7 億 5,858 万円 38.8%
③ 介 護 保 険 9億 3,840 万円 4億 6,895 万円 50.0% 3 億 6,592 万円 39.0%
④ 下 水 道 事 業 5億 1,600 万円 4,976 万円 9.6% 1 億 6,148 万円 31.3%
⑤ 農業集落排水事業 4,950 万円 823 万円 16.6% 2,047 万円 41.4%
⑥ 簡 易 水 道 事 業 1億 7,300 万円 1億	537 万円 60.9% 6,654 万円 38.5%
⑦ ケーブルテレビ事業 5 億 1,090 万円 7,003 万円 13.7% 6,891 万円 13.5%
合 　 　 　 計 60 億 3,101 万円 22 億 3,375 万円 37.0% 21 億 6,106 万円 35.8%

ゴルフ場利用税交付金　3,000万円

国庫支出金　1,352万円

地方交付税

20億4,720万円

町　税

11億9,877万円

その他

3億2,896万円

その他

3億2,896万円

歳 出
執行率
38.0％

繰越金 2億6,557万円

地方消費税交付金 

　　 1億1,140万円

分担金及び負担金

　　　   7,476万円

県支出金 3,684万円

土木費　8,774万円

民生費

6億409万円

教育費

5億6,198万円

総務費

4億6,562万円

衛生費

3億8,479万円

公債費

3億2,345万円

消防費

2億527万円

商工費　1億7,764万円

農林水産業費　1億1,022万円

議会費　5,964万円

歳 入
収入率
48.3％

その他の内訳

　地方譲与税 1億1,240万円

　利子割交付金 242万円

　配当割交付金 208万円

　株式等譲渡所得割交付金 1万円

　諸収入 5,584万円

　自動車取得税交付金 2,525万円

　使用料及び手数料 7,094万円

　地方特例交付金 3,774万円

　寄附金 315万円

　財産収入 1,749万円

　交通安全対策特別交付金 164万円

一般会計予算額  78億4,908万円

歳入総額
41億702万円

歳出総額
29億8,044万円
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情
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台
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47
種
目

那珂川町　　　　　　　　　　　　　 議会議員選挙
 

　投票日　　　　　　　　平成18年12月10日（日）
　告示日　　　　　　　　平成18年12月５日（火）
　立候補予定者説明会　　平成18年11月24日（金）　午後１時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　			　　場所　山村開発センター
　立候補者届出事前審査　平成18年11月29日（水）場所　那珂川町役場
　　　　　　　　　　　　馬頭財産区　　　午前９時～正午
　　　　　　　　　　　　武茂財産区　　　午前９時～正午
　　　　　　　　　　　　大内財産区　　　午後１時～午後４時
　　　　　　　　　　　　大山田財産区　　午後１時～午後４時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　立候補者届出　　　　　平成18年12月５日（火）　場所　那珂川町役場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間　午前８時30分～午後５時
　期日前投票　　　　　　平成18年12月６日（水）～平成18年12月９日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　馬頭総合福祉センター

            　　　　　　　　　　　　那珂川町選挙管理委員会　☎０２８７－９２－１１１１　

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
次
の
と
お
り
地
域
生
活
支
援
事
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

自
己
負
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状
況

　
　
　
　

に
応
じ
て
上
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０
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９
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０
２
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大内財産区・大山田財産区

（平成 18 年 12 月 14 日任期満了）

地
域
生
活
支
援
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

障
害
者
自
立
支
援
法
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消さな いで　　　　　　　　
　　あ なたの心の　注意の火

（平成18年度全国統一防火標語）

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
暖
房

器
具
や
た
き
火
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

所
で
火
気
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
、
空
気
も
乾
燥
す
る
な
ど
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
期
を
迎
え
、
一

人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知
識
を

も
ち
、
そ
れ
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
事

故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
11
月
９
日
か
ら
15

日
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
火
災
予

防
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
火
災
の
恐
ろ
し
さ

を
認
識
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

的
確
で
冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
よ

う
心
が
け
、
防
火
対
策
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

　

平
成
18
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（
藤
田
正
一
団
長
、
団
員
６
０
６

名
）
通
常
点
検
が
10
月
29
日
、
馬

頭
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
点
検
者
宣
言
が
行

わ
れ
、
通
常
点
検
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
人
員
並
び
に
服
装
点
検
、

機
械
器
具
点
検
な
ど
日
ご
ろ
の
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

点
検
後
行
わ
れ
た
分
列
行
進
で

は
、
馬
頭
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
の
先
導
に
よ
り
役
場
前
通
り
を

団
員
が
行
進
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南

那
須
支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ

た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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）
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績
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績
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（８）

菊
地　

康
弘
（８）　

小
瀬
澤　

太
（９）

髙
梨　

康
博
（９）　

磯　
　

伸
宏
（９）

塚
原　

貴
之
（９）　

長
谷
川
榮
治
（９）

川
井　
　

実
（９）　

大
野　

勝
己
（９）
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二
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消
防
団
員
の
配
偶
者
表
彰

大
金　

京
子
（
大
内
）

栃
木
県
消
防
協
会
南
那
須
支
部
長
表
彰

優
良
分
団　

第
１
分
団
第
３
部

功
績
章		

	

小
髙　

可
守
（１）　

石
田　

和
也
（２）

鈴
木　

政
志
（３）　

大
金　

康
幸
（４）

齋
藤　

義
則
（５）　

内
田　

則
克
（７）

小
瀬
澤　

太
（９）	

	

勤
続
章
（
５
年
）		

菊
池　

和
之
（１）　

森　
　
　

隆
（１）

齋
藤　

未
里
（２）　

阿
久
津
和
彦
（２）

田
邊　

秀
樹
（２）　

五
十
嵐
健
之
（２）

益
子　

友
和
（２）　

和
知　

正
城
（２）

和
地　

正
則
（２）　

鈴
木　

浩
史
（２）

長
山　

康
志
（３）　

磯　
　

大
助
（４）

岸　
　

雅
史
（４）　

笹
石　

和
昭
（４）

田
代　

敏
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（５）　

鈴
木　

宏
之
（５）

平
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雄
一
（５）　

髙
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曜
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（６）

宮
岡　

直
行
（６）　

和
田　

知
則
（６）

小
室　

達
夫
（６）　

菊
池　
　

泉
（７）

住宅防火・命を守る　　
　　　　７つのポイント
■３つの習慣
・寝たばこは絶対しない。
・ストーブなどの暖房機は、燃え　		
　やすいものから離れたところで　
　使用する。
・ガスこんろなどの火元を離れる　
　ときは、必ず火を消す。
■４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用　
　火災警報器を設置する。
・寝具、衣類及びカーテン等は、　
　防火品を使用する。
・火災を小さいうちに消すために、
　住宅用消火器等を設置する。
・お年寄りや体の不自由な人を守る
　ため、隣近所の協力体制をつくる。
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消さな いで　　　　　　　　
　　あ なたの心の　注意の火

直　
　
　

学
（７）　

川
上　
　

護
（８）

川
上　

義
雄
（８）　

髙
野　

陽
水
（８）

伊
藤　

祐
一
（８）　

寺
岡　

克
秀
（９）

小
杉　

信
義
（９）　

佐
藤　

将
久
（９）

小
祝　

進
一
（９）　

山
口　

英
寿
（９）

難
波　

睦
夫
（10）　

穴
山　

栄
雄
（10）

村
井　

政
史
（10）　

佐
藤　

康
隆
（10）

石
川　

堅
一
（11）　

小
池　

里
志
（11）

橋
本　
　

賢
（11）　

滝
童
内　

裕
（11）	

	

町
長
表
彰	

優
良
分
団

第
７
分
団　

第
１
分
団	

永
年
勤
続
功
労
表
彰	

30
年
勤
続　
　
　

大
金　

市
美
（本）

25
年
勤
続　
　
　

山
澤　

康
夫
（11）

永
年
勤
続
退
職
表
彰

20
年
以
上　

岩
崎　

清
久（
浄
法
寺
）

消
火
協
力
者	
	

飯
塚　
　

登
様
（
馬　

頭
）	

和
知　

政
美
様
（
北
向
田
）

奥
田　

義
夫
様
（
小　

川
）	

齊
藤　

勝
榮
様
（
大
那
地
）	

徳
田　

哲
夫
様
（
久
那
瀬
）

防
火
水
槽
敷
地
協
力
者	

　
　

古
内　

俊
行
様
（
小　

口
）

菊
池　
　

優
様
（
矢　

又
）	

団
長
表
彰	

優
良
火
気
取
扱
者
表
彰　
　
　
　

	

田
代　

芳
江
（
馬　

頭
）

星　
　

陽
子
（
矢　

又
）

笹
沼
千
江
子
（
小　

砂
）

髙
野
み
ち
子
（
小　

口
）

薄
井　

友
子
（
久
那
瀬
）

大
金
富
美
子
（
盛　

泉
）

佐
藤　

桂
子
（
大
山
田
上
郷
）

秋
元
志
津
子
（
小　

川
）

髙
梨　

幸
子
（
東
戸
田
）

秋
元
フ
ミ
ヱ
（
小　

川
）

小
杉　

浩
子
（
片　

平
）

身近に住宅用火災警報器を備えよう！
消防法の改正により住宅用火災警報器等の設置が必要です

　南那須地区広域行政事務組合火災予防条例の施行に伴
い、住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。
新築住宅は平成 18 年 6 月 1 日から義務付けられました。
既存住宅は平成 21 年 6 月 1 日から義務付けられます。

なぜ義務化に？

　住宅火災により毎年約 1,000 人の方がなくなられてい
ます。死亡の主な原因は、火災に気付くのが遅れて「逃
げ遅れ」によるものが主で、半数以上の方がお年寄りです。
　今後も高齢化の進展が見込まれ、住宅火災による死者
の増加が危惧されることから、住宅用火災警報器等の設
置の必要性が高まってきたからです。
住宅用警報器とは？

　住宅用警報器とは、火災の初期において煙や熱を感知
して警報音や音声により火災を知らせるものです。電源
については乾電池タイプと家庭用電源（１００Ｖ）タイ
プがあり、乾電池タイプは天井や壁に簡単に取り付ける
ことができます。
　住宅用火災警報器には、煙に反応する「煙式」のものと、
熱に反応する「熱式」のものがあり、寝室や階段、廊下
には「煙式」のものを設置してください。
どこで購入すれば良いの？

　お近くの消防設備取扱店などで販
売しています。また、ホームセンター
や電気店などでも取り扱っていると
ころもあります。日本消防協会の検
定に合格した「ＮＳマーク」が付い
たものをお薦めします。



6広報なかがわ　平成18年11月10日

平
成
19
年
４
月
か
ら

那
珂
川
町
の
行
政
組
織
が
統
一
さ
れ
ま
す

　

現
状
の
違
い　

　

・
・
自
治
会
と
区
・
・

　

こ
れ
ま
で
は
、
旧
町
ご
と
に
組

織
形
態
や
役
割
に
違
い
が
あ
り
、

そ
れ
ら
に
伴
い
補
助
金
や
報
酬
も

違
う
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
自
分
た
ち
の
自
治

会
、
区
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の

か
？
」
を
検
証
し
、「
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
自
ら
築
く
」
を

合
言
葉
に
、
将
来
を
見
据
え
な
が

ら
地
域
の
皆
さ
ん
で
十
分
に
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
少
子
高
齢
化
の

状
況
や
行
政
効
率
の
向
上
等
を
考

慮
し
て
、
新
し
い
行
政
区
の
統
合

再
編
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
自
治
会
」・「
区
」
か
ら
「
行
政
区
」
へ	

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
合
併
後
、「
那
珂
川
町
の
行
政
組
織
」
に
つ
い
て
、

統
一
に
向
け
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

合
併
協
議
の
中
で
は
、「
行
政
連
絡
組
織
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
速
や
か
に
行
政
区
制
度
に
統
一
す
る
も
の
と

す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
行
政
区
の
区
域
及
び
名
称
に
つ
い

て
は
、「
地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
、
新
町
に
お
い
て
調
整
す
る
も
の

と
す
る
」
と
し
て
、
調
整
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
地
域
住
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
地

域
自
治
組
織
の
あ
り
方
が
最
重
要
と
な
り
ま
す
。

○
組
織	

　

組
織
に
つ
い
て
は
旧
町
そ
れ
ぞ

れ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
違
い
を
十
分
に
認
識
し
、
新
し

い
行
政
区
の
方
針
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

旧
馬
頭
町
は
大
字
自
治
会
長
に

行
政
協
力
員
、
自
治
会
長
に
事
務

連
絡
員
、
組
長
に
事
務
連
絡
補
助

員
の
委
嘱
を
し
、
自
治
会
組
織
を

利
用
し
て
行
政
の
連
絡
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
旧
小
川
町
は
自
治
会
組

織
と
は
別
に
区
を
設
置
し
て
行
政

連
絡
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
加
入
状
況
に
つ
い
て
も

表
１
の
と
お
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　　　  項目
町名　  　　

総世帯数 加入世帯 組織の数 班　数 組　数 加入率 平均加入世帯数

旧馬頭町 3,892 3,262 26大字自治会 89 自治会 366 組 83.8% 1 組あたり 8.9 世帯

旧小川町 2,102 1,829 14 区 84 班 ― 87.0% 1 班あたり 21.8 世帯

表 1

表２

○
業
務
内
容	

　

　

主
な
業
務
内
容
は
文
書
広
報
紙

等
の
配
付
、
各
種
募
金
活
動
、
環

境
美
化
活
動
等
で
す
が
、
文
書
の

配
付
方
法
に
つ
い
て
も
、
小
川
地

区
の
区
長
に
配
付
す
る
の
に
対

し
、
馬
頭
地
区
は
大
字
自
治
会
長

で
は
な
く
、
集
落
の
自
治
会
長
に

配
付
依
頼
す
る
な
ど
違
い
が
あ
り

ま
す
。	

　

ま
た
、
兼
務
と
し
て
お
願
い
し

て
い
る
業
務
に
つ
い
て
も
、
表
２

の
と
お
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　　　　　役職名

業務の種類 　　　
大字自治会長（旧馬頭町） 区　　長（旧小川町）

主な業務内容

・文書広報紙等の配付（自治会長）
・各種募金の集金（自治会長）
・各種調査及び報告
・集落座談会等の招集

・文書広報紙等の配付
・各種募金の集金
・各種調査及び報告
・集落座談会等の招集
・集団検診申込書の配布、回収
・環境美化運動の実施
・ごみステーションの管理、指導

大字自治会長、

区長職に兼務と

してお願いして

いた業務

・敬老会開催の業務
・河川・道路愛護会委員の業務
　　　　　　　　　　　　等

･選挙時の投票管理者の業務
・町民まつり実行委員の業務
・交通安全対策協議会委員の業務
・社会を明るくする運動実行委員
　の業務
・体育協会理事の業務
・青少年育成協会員の業務
　　　　　　　　　　　　　等
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現
状
の
問
題
点	

　

現
在
、
一
番
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
自
治
会
や
区

に
加
入
し
な
い
世
帯
が
増
え
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進

む
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
が
生
じ
、

こ
れ
ま
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
果
た
し
て
き
た
自
治
活
動
や
互

助
活
動
が
低
下
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
組
織
上
の
大
き
な
違
い

は
、
旧
馬
頭
町
の
自
治
会
は
、
大

字
自
治
会
長
→
自
治
会
長
→
組
長

の
３
段
階
に
対
し
て
、
旧
小
川
町

の
区
は
、
区
長
→
班
長
の
２
段
階

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
違
い
は
、
文
書
等
の
配
付

方
法
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

○
調
整
に
あ
た
っ
て	

　

　

那
珂
川
町
の
行
政
区
制
度
の
導

入
に
向
け
て
、
平
成
17
年
度
か
ら

18
年
度
に
か
け
て
、
大
字
自
治
会

長
連
絡
協
議
会
及
び
区
長
会
に
お

い
て
住
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
調
整
し
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
新
し
い
行

政
区
に
お
い
て
運
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
那
珂
川
町
の
行
政
区
と
は
？

　

馬
頭
地
区
の
自
治
会
と
、
小
川

地
区
の
区
を
再
編
、
統
一
し
て
、

地
域
自
治
組
織
と
し
て
運
営
し
、

行
政
と
住
民
の
連
絡
組
織
と
す
る

団
体
で
す
。	

	

○
今
の
自
治
会
、
区
は
ど
う
な
る

の
？	

	
	

　

　

馬
頭
地
区
の
自
治
会
は
地
元
の

活
動
団
体
で
す
が
、
行
政
区
と
の

整
合
性
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
川
地
区
の
区
は
行
政

区
に
移
行
さ
れ
ま
す
。	

	
	

	

　

新
し
い
行
政
区
の

　
　
　
　
　
　

か
た
ち

○
名
称
、
組
織	
	

　

組
織
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
区

域
、
体
系
を
尊
重
し
な
が
ら
、
統

合
、
再
編
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

組
織
世
帯
は
、
事
務
連
絡
の
効

率
化
を
考
慮
し
て
、
そ
の
区
域
に

あ
る
全
世
帯
加
入
を
目
標
と
し

て
、
未
加
入
世
帯
の
加
入
促
進
を

図
り
ま
す
。	

	
	

　

連
絡
体
系
は
行
政
区
長
→
班
長

を
原
則
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て

組
長
を
組
織
し
各
家
庭
に
連
絡
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

　

名
称
に
つ
い
て
も
、
現
状
の
名

称
を
優
先
し
「
○
○
行
政
区
」
と

し
ま
す
。（
例　

新
町
上
行
政
区
、

小
砂
行
政
区
、小
川
第
１
行
政
区
、

小
川
第
14
行
政
区
）

○
新
し
い
行
政
区
の
役
割	

　

　

行
政
区
で
は
、
地
域
住
民
の
交

流
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、
明
る

く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
い
ま

す
。	

・
広
報
な
か
が
わ
、
議
会
だ
よ
り

　

等
の
各
種
情
報
紙
の
配
付	

・
防
犯
活
動	

	

・
か
け
こ
み
110
番
な
ど
防
犯
等
の

　

維
持
管
理
等	

・
環
境
美
化
活
動		

・
ご
み
ゼ
ロ
運
動
の
実
施
や
ご
み

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、

　

行
政
区
内
の
清
掃
等	

	

・
交
通
安
全
運
動		

・
通
学
路
や
生
活
道
路
の
交
通
安

　

全
へ
の
取
り
組
み	

・
地
域
住
民
の
交
流	

・
行
政
区
内
の
親
睦
を
深
め
、
レ

　

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等
の
実

　

施
・
社
会
福
祉
の
増
進	

・
募
金
活
動
、
敬
老
会
、
健
康
診

　

断
等
へ
の
協
力		

○
自
治
組
織
支
援
の
た
め
の
補
助

金	

　

町
で
は
、
行
政
区
の
役
割
と
の

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
行
政
区
に

対
す
る
補
助
金
等
の
見
直
し
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
ご

と
若
し
く
は
地
域
ご
と
に
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
に
は
実
績
に
応
じ

て
支
援
す
る
方
針
で
す
。	

○
行
政
区
長
、
班
長
の
報
酬	

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、行
政
区
長
、

班
長
の
業
務
内
容
や
業
務
量
を
考

慮
し
な
が
ら
、調
整
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
均
等
割
、
世
帯
数
割

等
を
踏
ま
え
て
バ
ラ
ン
ス
を
取
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

協働

行政区
那
珂
川
町

NPO・ボランティア

老人会

婦人会

育成会
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①
小
川
地
区
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の

疑
問
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

（
第
２
回
）

Ｑ
６　

こ
れ
か
ら
は
光
ケ
ー
ブ
ル

の
時
代
と
思
う
が
、
全
線
光
ケ
ー

ブ
ル
に
な
る
の
か
？

Ａ
６　

全
線
光
ケ
ー
ブ
ル
で
は
な

く
、
光
・
同
軸
併
用
と
な
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事
業

で
は
、
幹
線
部
分
に
光
ケ
ー
ブ
ル

を
使
っ
て
加
入
者
宅
間
近
ま
で
引

き
、
支
線
に
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を

使
っ
て
各
戸
に
引
き
込
む
光
・
同

軸
併
用
方
式
で
す
。
全
線
光
ケ
ー

ブ
ル
方
式
と
比
べ
て
、
建
設
経
費

が
少
な
く
て
す
み
、
個
人
負
担
も

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
拡
張
や
保
守
管
理
も
容

易
に
行
え
ま
す
。
実
際
の
通
信
速

度
も
、
通
常
の
使
用
に
お
い
て
は

充
分
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
り
、

将
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
に

も
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今月号は
○小川地区アンケートの疑
　問・質問から(第２回)
○小川地区加入希望調査
○小川地区住民説明会（第2
　回）
○馬頭地区で光ケーブル敷
　設工事着工
○ケーブルテレビ展示室
を中心にお届けします。

Ｑ
７　

意
味
が
わ
か
ら
な
い
用
語

が
多
い
の
で
、
も
っ
と
具
体
的
に

わ
か
り
や
す
い
用
語
を
使
用
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
７　

一
般
的
に
テ
レ
ビ
や
通
信

用
の
用
語
は
、
英
語
が
元
に
な
っ

て
お
り
、
カ
タ
カ
ナ
用
語
が
汎
用

的
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

誰
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
平
易
な
用
語
で
表
記
・
説
明

し
て
お
り
ま
す
が
、
一
言
で
言
い

表
せ
な
か
っ
た
り
、
日
本
語
に
言

い
替
え
る
と
か
え
っ
て
わ
か
り
に

く
く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
用
語

が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
今
後
と
も
、
さ
ら
に
わ

か
り
や
す
い
用
語
を
使
用
す
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
８　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

す
る
と
、
ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の

か
？　

ま
た
、
何
か
不
都
合
な
点

や
欠
点
も
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
８　

【
利
点
／
メ
リ
ッ
ト
】

①
文
字
放
送
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

の
様
々
な
情
報
を
、
自
宅
の
テ

　

レ
ビ
を
使
っ
て
見
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

②
将
来
、
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
相
互

　

通
信
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
各
種

　

申
し
込
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
現
在
使
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

　

ビ
で
も
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
難
視
聴

　

が
解
消
さ
れ
、
ア
ン
テ
ナ
が
不

　

要
と
な
り
ま
す
。

④
防
災
無
線
で
聞
き
取
り
に
く
い

　

緊
急
放
送
が
、
宅
内
で
聞
く
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

⑤
聞
き
忘
れ
た
、
あ
る
い
は
聞
き

　

漏
ら
し
た
緊
急
放
送
・
連
絡
放

　

送
を
、
録
音
機
能
に
よ
り
繰
り

　
返
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑥
町
内
ど
こ
で
も
高
速
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
が
利

　

用
で
き
、
通
信
速
度
で
イ
ラ
イ

　

ラ
し
な
く
な
り
ま
す
。

⑦
Ｉ
Ｐ
電
話
を
利
用
し
て
、
特
定

　

の
地
区
や
特
定
の
加
入
者
だ
け

　

に
連
絡
放
送
が
で
き
ま
す
。

⑧
農
業
情
報
に
よ
っ
て
、
役
場
や

　

農
協
、
農
業
振
興
事
務
所
な
ど

　

の
関
係
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
・

　

情
報
が
迅
速
に
得
ら
れ
ま
す
。

【
欠
点
／
デ
メ
リ
ッ
ト
】

①
月
額
使
用
料
が
必
要
に
な
り
ま

　

す
。
た
だ
し
、
高
齢
者
世
帯
等

　

に
は
、
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

②
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
や
Ｉ
Ｐ
電
話

　

番
号
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
。（
個
別
契
約
分
を
引
き

　

続
き
使
用
す
る
場
合
は
、
変
更

　

不
要
で
す
。）

Ｑ
９　

情
報
も
必
要
だ
が
生
活
優

先
。
年
金
生
活
者
や
低
所
得
者
で

な
く
て
も
、
出
費
が
か
さ
む
よ
う

な
こ
と
は
避
け
た
い
も
の
。
個
人

負
担
が
少
な
く
て
済
む
よ
う
な
方

法
は
な
い
の
か
？

Ａ
９　

基
本
使
用
料（
１
、５
０
０

円
か
ら
１
、６
０
０
円
程
度
）
の

減
額
ま
た
は
免
除
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
、

障
害
者
の
い
る
世
帯
、
そ
の
他
に

も
減
免
が
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
取
り
入
れ

て
有
意
義
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
一
人
で
も
多
く
の
方
の
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
10　

公
共
放
送
受
信
料
の
他
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
使
用
料
を
支

払
う
と
い
う
こ
と
は
、
負
担
増
に

な
る
と
い
う
こ
と
か
？

Ａ
10　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
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査
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加

入
希
望
者
数
を
事
前
に
把
握
し
、

事
業
の
実
施
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、

後
日
（
加
入
促
進
期
間
）
あ
ら
た

め
て
加
入
申
込
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
。

◇
調
査
期
間　

11
月
10
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

12
月
11
日
ま
で

◇
調
査
対
象
者

　

・
小
川
地
区
町
民

　

・
小
川
地
区
事
業
所

◇
配
付
及
び
回
収
方
法

　

・
行
政
区
を
通
じ
て
調
査
書
の

　
　

配
付
及
び
回
収
を
行
い
ま

　
　

す
。

　

・
直
送
者
及
び
事
業
所
に
は
郵

　
　

送
し
ま
す
。

◇
詳
細
は
、
配
付
物
を
ご
覧
く
だ

　

さ
い
。

 　

小
川
地
区
加
入
希
望
調
査
の
実

施
に
合
わ
せ
、
第
２
回
目
の
小
川

地
区
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

前
回
、
都
合
で
出
席
で
き
な

か
っ
た
方
や
夜
間
で
の
説
明
会
に

な
か
な
か
出
席
で
き
な
い
高
齢
者

の
方
な
ど
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き

た
く
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
日
時

・
11
月
17
日
（
金
）

・
11
月
18
日
（
土
）

・
11
月
22
日
（
水
）

・
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

・
全
日
と
も
午
後
２
時
・
午
後
７

　

時
の
２
回

◇
会
場

小
川
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

◇
テ
レ
ビ
や
Ｓ
Ｔ
Ｂ
な
ど
機
器
の

実
演
も
行
な
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
事
業
と
し
て
、
馬

頭
地
区
の
幹
線
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を

敷
設
す
る
工
事
が
着
工
し
ま
し
た
。

　

施
工
業
者
は
、
三
菱
電
線
工
業

株
式
会
社
で
、
工
期
は
、
平
成
19

年
３
月
下
旬
ま
で
で
す
。

　

工
事
中
は
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

す
る
と
、
基
本
使
用
料
や
追
加

サ
ー
ビ
ス
分
の
使
用
料
が
増
え
ま

す
。
し
か
し
、増
え
た
分
以
上
に
、

加
入
者
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

　

基
本
使
用
料
だ
け
で
、
次
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
使
用
中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で

　

も
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見
ら

　

れ
ま
す
。

②
ア
ン
テ
ナ
が
不
要
な
の
で
強
風

　

や
台
風
で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

③
町
の
情
報
が
見
ら
れ
、
議
会
や

　

行
事
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

　

の
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。

④
火
災
な
ど
の
緊
急
放
送
や
連
絡

　

放
送
が
屋
内
で
聞
き
取
れ
ま
す
。

⑤
一
定
の
地
域
や
グ
ル
ー
プ
内
だ

　

け
の
連
絡
放
送
が
で
き
ま
す
。

⑥
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
が
で
き
、
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

が
簡
単
に
見
ら
れ
る
な
ど
、
テ

　

レ
ビ
を
使
っ
て
生
活
を
豊
か
に

　

し
て
い
き
ま
す
。

　

小
川
地
区
町
民
及
び
事
業
所
を

対
象
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入

希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調

②
小
川
地
区
加
入
希
望
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

③
小
川
地
区
住
民
説
明
会

（
第
２
回
）

④
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

馬
頭
地
区
で
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設

工
事
が
始
ま
り
ま
す

◆ケーブルテレビ展示室を開設しました◆

デジタル放送で変わる、ケーブルテレビで変える

「見る」テレビから「使う」テレビへ
　見て、触って、とにかく使ってください。
◎ 場　所　　小川支所１階 健康福祉課隣
◎ 期　間　　平成18年11月1日～、常設
　　　　※諸事情等により一時的に利用できないことがありますので、ご了承ください。
◎ 時　間　 　午後８時30分～午後５時
◎ 毎週金曜日の午後は、高度情報化推進室職員が常駐しておりますが、
　 事前にご連絡いただければ、いつでも対応いたします。
◎ 主な内容
　① ケーブルテレビ接続機器のサンプル展示　⇒　ＳＴＢ、音声告知放送受信機
　② テレビでインターネットの実演
　③ インターネットサービス体験コーナー
　④ キッズコーナー　⇒　子どものインターネットサービス体験
　⑤ 宅内配線のパネル展示　⇒　引込工事や宅内配線のイメージ
　⑥ 事業内容のパネル展示　⇒　小川地区アンケート結果、馬頭地区加入希望調査結果、利用料金等
            　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  高度情報化推進室　☎ 0287－92－1108
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
13
）

　

今
回
は
、
基
本
設
計
（
案
）
に
よ
り
示
さ
れ
た
、
主
な
施
設
の
配
置

と
機
能
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

① 

管
理
棟

　

最
終
処
分
場
全
体
の
施
設
や

設
備
の
異
常
の
有
無
を
モ
ニ

タ
ー
等
で
監
視
し
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
の
情
報
を
公
開
す
る

施
設
で
す
。

② 

搬
入
管
理
施
設

　

搬
入
さ
れ
る
廃
棄
物
を
搬
入

伝
票
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
と
照

合
し
て
、
排
出
元
、
種
類
、
性

状
、
数
量
な
ど
を
確
認
す
る
施

設
で
、
洗
車
場
や
計
量
設
備

（
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
）
か
ら

な
り
ま
す
。

③ 

前
処
理
施
設

　

北
沢
不
法
投
棄
物
を
受
入
基

準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
分

別
や
破
砕
な
ど
を
行
う
施
設
で

す
。

④ 

埋
立
地

　

搬
入
さ
れ
た
廃
棄
物
を
埋
め

立
て
る
場
所
で
、
セ
ル
方
式

（
日
々
の
廃
棄
物
埋
立
終
了
後

に
即
日
覆
土
）
及
び
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
方
式
（
一
定
の
厚
さ
ご

と
に
中
間
覆
土
）
の
埋
立
方
法

を
と
り
、
粉
じ
ん
や
臭
い
、
害
虫

類
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
廃

棄
物
を
土
で
覆
い
ま
す
。

⑤ 
遮
水
工

　

埋
立
地
の
底
面
や
斜
面
に
遮
水

シ
ー
ト
を
重
ね
て
敷
き
詰
め
、
廃

棄
物
に
触
れ
た
水
（
浸
出
水
）
が

埋
立
地
の
外
に
漏
れ
出
さ
な
い
よ

う
に
す
る
し
く
み
で
す
。

⑥ 

浸
出
水
貯
留
槽

　

集
め
た
浸
出
水
を
一
時
貯
留
す

る
施
設
で
す
。
埋
立
地
に
浸
出
水

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
十
分
な
容
量

を
確
保
し
ま
す
。

⑦ 

浸
出
水
処
理
施
設

　

廃
棄
物
に
触
れ
た
水
を
浄
化
す

る
施
設
で
、
周
辺
の
河
川
水
に
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
き
れ
い

な
水
に
し
て
か
ら
河
川
に
放
流
し

ま
す
。

⑧ 

防
災
調
整
池

　

埋
立
地
の
周
辺
に
降
っ
た
雨
水

が
一
度
に
下
流
の
川
に
流
れ
出
さ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
施
設
で

す
。

① 管理棟② 搬入管理施設

③ 前処理施設

④ 埋立地

⑤ 遮水工

⑥ 浸出水貯留槽
⑦ 浸出水処理施設

⑧ 防災調整池

「馬頭最終処分場基本設計」及び「事業実施のため
の環境影響評価書」の縦覧を行っています。

日時　11 月７日（火）～ 12 月６日（水）
　　　午前９時～午後５時
場所　栃木県馬頭処分場整備室
　　　那珂川町環境整備対策室
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平成18年11月18日（土）

主催：馬頭商工会・まちづくり委員会
広重美術館の無料開放日に合わせたイベントです

昼の部
午前 10 時 ～ 午後 3 時

　各商店では趣向をこらした「もてなし」のサー
ビスでみなさまのお越しをお待ちしています。
会場：役場前広重お祭り広場（歩行者天国）

イベント＊ザ・レッドラビッツ 生バンド演奏
　　　　＊まほろば太鼓演奏　　他
出店　　＊農産物直売
　　　　＊観光物産品
　　　　＊石釜焼ピザ
　　　　＊屋台・ラーメン　他 10 店舗

夜の部
午後 5 時 ～ 午後 9 時

　美術館・乾徳寺周辺の紅葉をライトアップし
ます。秋の夜長をお楽しみ下さい !!

（ライトアップは 15 日から 26 日の予定）

会場：広重美術館・乾徳寺境内周辺

イベント＊琴の演奏（烏山女子校の生徒）
　　　　＊尺八・チェロの演奏
　　　　＊まほろば語り　他

出店　　＊豚汁うどん　他
　　　　＊甘酒販売

那珂川町結婚相談所をご存知ですか？
　那珂川町では地域の次代を担う方に配偶者を紹介することにより、明るく豊かで住みよい地域を作るため、結
婚相談所を設けています。
　結婚相談員は次の方々です。お気軽にご相談ください。（敬称略）

川上美知代　小　川　☎０２８７―９６―２５３８
佐藤　賢治　小　川　☎０２８７―９６―２６０７
佐原　昭造　浄法寺　☎０２８７―９６―３１５６
佐原　洋子　小　川　☎０２８７―９６―２１６９
福島　　正　芳　井　☎０２８７―９６―２４１０
山本　一枝　小　川　☎０２８７―９６―３１８３
豊田　耕平　谷　田　☎０２８７―９６―２４９７
鈴木　一夫　馬　頭　☎０２８７―９２―３９３３
大金　佐内　矢　又　☎０２８７―９２―２４６１
平塚ハツイ　健　武　☎０２８７―９２―３３００

森　　清一　小　口　☎０２８７―９２―４４０６
大門八重子　松　野　☎０２８７―９２―５２６２
塚田　秀知　盛　泉　☎０２８７―９２―５１０４
大金　　進　大　内　☎０２８７―９２―３８６９
橋本美智子　馬　頭　☎０２８７―９２―２０２７
小高　七重　和　見　☎０２８７―９２―５２２８
高野　　耘

ゆいん

　富　山　☎０２８７―９２―５４８３
川和　賢一　大　内　☎０２８７―９２―２３８８
益子　道子　大山田下郷　☎０２８７―９３―０５４３
大金　一代　小　砂　☎０２８７―９３―０８０８

どきどきハニカミバスツアー　in 横浜
ドキドキしたい人、ステキな出会いの旅へ出かけよう！

日　　時　　平成 18 年 12 月 9 日（土）
集合場所　　那須烏山市役所南那須庁舎駐車場
　　　　　　　　　　　　　　　　　（大金 240 番地）
　　　　　　AM ６:45 集合～ PM11: 00 帰着予定
行　　程　　横浜中華街・みなとみらい 21 地区散策

（昼食・グループ行動）
　　　　　　横浜クルージング（ディナークルーズ）
　　　　　　※雨天時も上記のコースでまわります。
参加資格　　男性＜ 20 歳～ 35 歳の独身で

那須烏山市・那珂川町在住の方＞
　　　　　　女性＜ 20 歳～ 35 歳の独身の方で

住所地の制限なし＞

参  加  費　　男性…5,000 円　　女性…4,000 円
定　　員　　男女各 14 名
締 切 日　　平成 18 年 11 月 20 日（月）
　　　　　　先着順に受付、定員になり次第締め切り
　　　　　　ます。

申 込 先　　那須烏山市
　　　　　　教育委員会事務局
　　　　　　生涯学習課
　　　　　　TEL 0287-88-6223
　　　　　　FAX 0287-88-2027
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　私は10月13日～15日まで那
珂川町の民家にホームステイを
しました。日本人の一家に３カ
国（タイ・中国・カナダ）の人
がホームステイをしたので、４
カ国の人が親交を深めながら過
ごしました。いろいろなことを
勉強できました。
　ホームステイ期間中に国際イ
ベントで稲刈りの機会もありま

した。みんなで協力することが出来、いくつかの国の人と
ふれあいながら、田んぼで鎌を手に働きました。田植えの
ときに行けなくて残念でしたが、土地から田んぼになるこ
とや、米になるまでは一人では出来ず、みんなで一緒に協
力しなければならないので、日本で大切な習慣の一つがわか
りました。外国人が参加すれば参加するほどいい国際交流だと
思います。
　おいしい日本料理がありました。そばを作りました。は
じめてだったので、難しく、うどんの太さになってしまい

ホームステイ Weekend in なかがわ

ましたが、やはり手作りなのでおいしかったです。自分の手
で作るということから日本の原風景が感じられました。カツ
オを食べました。カツオという言葉は中国の似ている発音で
は「骨がのどに刺さっている」という意味があることがわか
りました。あと、天ぷらと納豆フライも食べました。おいし
くいただいているときに関東地域の名物ではないかと思いま
した。餃子も食べました。栃木県の名物で、とてもおいし
かったです。
　日本的な体験といえば、ろくろを使っての陶器作りを初め
てしました。１回目はやわらかい粘土を倒してしまいまし
たが、先生のお手本のおかげで２回目花瓶がよくできまし
た。焼き上がりを楽しみに待っています。
　高瀬のやなを見ました。やなにいた子どもたちが鮎を手で
取ることができるのがおもしろかったです。来年、またやな
に行けることを楽しみにしています。
　日本的な活動を体験しながら国際交流のことを学びまし
た。このホームステイウィークエンドでは、４カ国の人が集
まって親しむこと、仲を深めることが出来、国際交流という
ものがわかりました。

　

那
珂
川
町
合
併
１
周
年
、
那
珂

川
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
を

記
念
し
て
、
第
１
回
那
珂
川
町
福

祉
ま
つ
り
が
10
月
21
日
、
町
小
川

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

町
合
併
に
際
し
て
功
績
の
あ
っ
た

51
名
と
寄
付
者
４
名
に
川
崎
町
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
安
会
長
か
ら
町
社
会

福
祉
協
議
会
表
彰
状
が
社
会
福
祉

に
貢
献
し
た
14
名
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

那
珂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

国
安
隆
夫
会
長
が
「
那
珂
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
地
域
住
民
と
の

一
体
感
の
醸
成
と
融
和
を
図
り
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
が
作
れ
る
よ

う
、
常
に
会
員
の
視
点
に
立
ち
新

し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
社
会
福
祉
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
そ
の
他
関
係

団
体
と
連
携
、
協
力
な
く
し
て
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
会

員
の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
、
更
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
小
川
第
１
・
２
・
３
保
育
園

児
に
よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
が
披
露
さ
れ
、
関
係
者
約

３
０
０
人
と
と
も
に
合
併
を
祝
い

ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
す
こ
や
か
共
生

館
多
目
的
集
会
室
で
は
「
う
ぐ
い

す
工
房
」
「
作
業
所
ポ
ニ
ー
」
の

仲
間
た
ち
が
岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。
駐
車
場
で
は
、
苗
木
の
配
布

や
と
ち
ぎ
和
牛
の
試
食
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、

訪
れ
た
家
族
づ
れ
は
福
祉
ま
つ
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

那珂川町合併 1 周年記念
那珂川町社会福祉協議会合併記念

第 1回那珂川町福祉まつり
「みんなで創るやさしいまち　　　　　　　　　
　　　　　　　～『こころ』かよう地域づくり～」

アンドリュー・シューク



13 広報なかがわ　平成18年11月10日

磯
敏
雄
さ
ん
が

　

地
方
教
育
行
政

　
　

 

功
労
者
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
教
育

の
発
展
と
充
実
に
貢
献
さ

れ
た
磯
敏
雄
さ
ん
が
、
平

成
18
年
度
地
方
教
育
行
政

功
労
者
表
彰
で
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

磯
さ
ん
は
平
成
５
年
、

旧
馬
頭
町
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
さ
れ
た
後
、
教

育
委
員
長
を
７
年
間
努
め
、
地
区
の
教
育
行

政
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
献
身
的
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回

受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

  
浄
法
寺
大
日
堂
で
鐘
を
新
調

　

昭
和
52
年
か
ら
毎
朝
６
時
に
地
元
の
中
学

生
が
鐘
を
突
き
、
一
日
の
始
ま
り
を
告
げ
て

き
た
浄
法
寺
大
日
堂
で
10
月
１
日
、
梵
鐘
奉

納
法
要
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
氏
子
や
地
元
の
住
民
ら
約
40
人
が

見
守
る
中
、穴
山
桂
介
さ
ん
（
小
川
中
３
年
）

な
ど
が
突
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
鐘
は
１
６
８
７
年
、
住
職
の
病
気
の

全
快
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
、
そ
の
後
、
太

平
洋
戦
争
中
の
昭
和
17
年
に
供
出
。
昭
和
30

年
、
地
元
住
民
が
２
代
目
の
鐘
を
設
置
し
、

地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
50
年

代
に
亀
裂
が
入
り
、
補
修
し
な
が
ら
使
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
浄
法
寺
地
区
85
戸
の

寄
付
に
よ
り
新
調
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
「
良
く
響
い
て
、
周
辺
一
帯
に

聞
こ
え
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
祭
で
特
別
賞

　

10
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
鳥
取

県
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
「
ス
ポ
レ
ク
鳥
取

２
０
０
６
」
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
小
川

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
代
表
と
し
て
当
町
か
ら

高
瀬
孝
主
将
他
６
名
が
出
場
し
奮
闘
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は

出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
敗
者
復
活
戦

の
結
果
準
優
勝
し
、
特
別
賞
を
手
に
し
ま
し

た
。

て・

ら・

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

泉　

寺

　

本
物
の
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
10

月
22
日
、
長
泉
寺
（
白
久
）
で
「
て
ら
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
宇
都
宮
市
在
住
で
二
胡
の
奏
者
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
張
暁
東
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
尺

八
や
三
味
線
、
民
謡
を
歌
う
ボ
ー
カ
ル
な
ど

「
舞ぶ
り
ゅ
う
げ
る

琉
華
瑠
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

静
か
な
幽
玄
の
世
界
に
浸
っ
た
尺
八
の
吹

奏
、
力
強
い
三
味
線
の
音
色
な
ど
楽
器
の
特

徴
を
生
か
し
た
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。
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安
全
で
安
心
な

　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
大

会
」が
10
月
13
日
、小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
約
２
０
０
人

の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
町
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
後
、「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
県
警
本
部
生
活
安
全
企
画
課
の
桶
田

警
視
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、「
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
犯
罪
を

抑
止
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

大
会
終
了
後
、あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
前
で「
町

役
場
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
青
色
回
転
灯
装
備

車
出
発
式
が
行
わ
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
白

バ
イ
や
地
元
ラ
イ
ダ
ー
ら
の
大
型
バ
イ
ク
21

台
を
従
え
て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

小
砂
野
焼
祭

　

10
月
８
日
、
藤
田
製
陶
所
駐
車
場
で
「
小

砂
野
焼
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

野
焼
は
地
面
に
約
30
セ
ン
チ
の
土
を
円
形

に
盛
っ
た
中
に
、
薪
を
く
べ
て
焼
い
て
い
く

も
の
で
す
。今
回
は
初
め
て
の
開
催
な
の
で
、

参
加
者
の
作
品
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
つ
ぼ
や
皿
な
ど
約
50
点
が
焼
か
れ
ま

し
た
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
２
０
０
人
の

方
々
は
、
土
器
で
炊
い
た
「
縄
文
め
し
」
や

「
縄
文
猪
鍋
」
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
燃

え
上
が
る
炎
の
中
の
作
品
を
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

　

祭
を
計
画
し
た
藤
田
眞
一
さ
ん
（
小
砂
）

は
、「
自
分
た
ち
が
携
わ
っ
て
い
る
仕
事
が

地
域
で
楽
し
め
る
こ
と
を
し
て
み
た
か
っ

た
。
こ
の
祭
が
小
砂
焼
や
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
仲
間

の
皆
さ
ん
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

第
28
回
小
川
児
童
館
ま
つ
り

　

28
回
を
迎
え
た
小
川
児
童
館
ま
つ
り
が
10

月
29
日
、
小
川
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で
行

わ
れ
、
約
70
人
の
児
童
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

児
童
館
運
営
委
員
会
の
薄
井
博
美
会
長
は

「
朝
の
あ
い
さ
つ
を
先
に
言
っ
た
人
は
、
そ

の
日
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
。
皆
さ
ん
も
進

ん
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。
今
日
は
一

日
、
楽
し
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。

　

大
型
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
や
風
船
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
こ
い
の
ぼ
り
を
使
っ
た
通
り
抜
け
遊

び
な
ど
で
遊
ぶ
、
に
ぎ
や
か
な
児
童
ら
の
声

が
室
内
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　

小

　

10
月
20
日
、
薬
利
小
学
校
全
校
生
50
名
は

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
学
校
の
近
く
の
圃
場
「
ア
グ
リ

メ
イ
ト
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
事
業
農
業
体
験

場
」
で
春
、
植
え
付
け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
移

植
ご
て
や
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
掘
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
形
の
芋
、
長
い
芋
、
重
い
芋
な

ど
に
分
類
し
、
チ
ー
ム
ご
と
に
競
い
ま
す
。

一
番
重
い
サ
ツ
マ
イ
モ
や
長
い
サ
ツ
マ
イ
モ

を
11
月
８
日
の
収
穫
祭
で
表
彰
す
る
そ
う
で

す
。

　

教
務
主
任
の
磯
先
生
は
「
児
童
た
ち
は
収

穫
祭
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
で
ス
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト

な
ど
を
作
り
、
み
ん
な
で
食
べ
る
の
を
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
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梨
狩
り
で
に
っ
こ
り

　
　
　
　
　

 

小
川
第
２
保
育
園

　

10
月
31
日
、
星
和
美
さ
ん
（
恩
田
）
の
梨

畑
で
第
２
保
育
園
の
園
児
30
名
が
梨
狩
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
梨
狩
り
は
星
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
が
第

２
保
育
園
に
通
園
し
て
い
る
た
め
、「
日
ご

ろ
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
感
謝
の

気
持
ち
で
計
画
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
で
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
招
待
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
梨
の
も
ぎ
り
方
の
説
明
を
受

け
た
後
、約
１
キ
ロ
前
後
の
重
さ
の
梨「
に
っ

こ
り
」
を
一
つ
ず
つ
て
い
ね
い
に
も
ぎ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
も
い
だ
ば
か
り
の
梨
を
ほ
お
ば

り
、
甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
「
に
っ
こ
り
」

の
味
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
か
ら
15
日
に
わ
た
り
、
外
国
語

指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
県
内
に
在
住
し
て

い
る
外
国
人
が
那
珂
川
町
の
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
す
る
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
in
那
珂
川
２
０
０
６
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
教
育
委
員
会
や
国
際
交

流
事
業
企
画
運
営
委
員
会
が
主
催
し
、
稲
刈

り
や
日
常
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
の
国
際
交
流
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
ま

し
た
。
今
年
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
10

カ
国
、
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

14
日
、
春
に
田
植
え
を
し
た
福
島
泰
夫
さ
ん

（
芳
井
）
の
水
田
で
昔
な
が
ら
の
手
作
業
で

の
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昨
年
収
穫
し
た
も
ち
米
で
も
ち

つ
き
を
し
、
古
代
米
が
入
っ
た
長
の
り
巻
き

を
作
り
ま
し
た
。
の
り
巻
き
や
も
ち
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
芳
井
夢
の
会
」や「
舟

戸
元
気
か
い
」
の
作
っ
て
く
れ
た
お
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

最
後
に
外
国
人
を
代
表
し
て
、
ジ
ョ
ル
ダ

ン
・
ロ
マ
ン
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
が
「
日
本

の
伝
統
的
な
体
験
が
で
き
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
参
加
し
た
外

国
人
に
は
福
島
さ
ん
か
ら
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新

米
が
お
土
産
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
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運
動
会
で
は
、「
ソ
ー
ラ
ン
、ソ
ー

ラ
ン
」
の
掛
け
声
の
中
に
、「
大

き
く
な
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
自

信
と
喜
び
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
遊

び
の
中
に
、「
忍
者
ご
っ
こ
」
が

あ
り
ま
す
。
第
３
保
育
園
チ
ビ
ッ

コ
忍
者
団
と
し
て
「
お
も
ち
ゃ

片
付
け
の
術
」、「
ス
リ
ッ
パ

並
べ
の
術
」
等
修
行
に
日
々

励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
の
七
夕
ま
つ
り
で
は
、

里
芋
の
葉
に
た
ま
っ
た
朝
つ

ゆ
を
集
め
墨
を
す
り
、
お
習

字
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
一

緒
に
「
や
さ
し
い
忍
者
に
な

り
た
い
」、「
約
束
を
守
る
忍

者
に
な
り
た
い
」、「
野
菜
が

食
べ
ら
れ
る
忍
者
に
な
り
た

い
」、
と
い
う
思
い
思
い
の
願

い
事
を
書
い
て
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
来

年
３
月
に
掘
り
出
し
た
時
、

修
行
の
成
果
が
現
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。　
　

　

い
つ
も
力
と
な
り
保
育
園

を
支
え
て
下
さ
る
保
護
者
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
園
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。「
歓

迎
の
舞
」
で
お
迎
え
し
ま
す
。

ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
よ
う

　

運
動
で
は
な
く
、身
体
活
動（
日

常
生
活
の
中
の
動
き
）
と
い
う
観

点
か
ら
、
毎
日
の
生
活
の
な
か
で

し
て
い
る
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
増
や

し
て
、
よ
り
活
動
的
な
毎
日
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

○
歩
く
と
き
は
普
段
よ
り
少
し
早

足
、
歩
幅
を
広
め
に
し
て
歩
い
て

み
る
。

○
昼
休
み
や
休
憩
時
間
に
、
ス
ト

レ
ッ
チ
ン
グ
や
体
操
を
す
る
。

○
買
い
物
、
掃

除
、
洗
濯
な
ど

の
家
事
で
活

発
に
か
ら
だ

を
動
か
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
る
場
合

　

初
め
か
ら
、
毎
日
30
分
や
ろ
う

な
ど
と
思
わ
ず
、
庭
で
足
踏
み
を

し
た
り
、
季
節
の
変
化
や
会
話
を

楽
し
む
感
覚
で
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
に
早
急
な
効
果
を
求
め

ず
、
さ
わ
や
か
な
気
分
を
感
じ
る

こ
と
を
大
切
に
す
る
。

○
１
日
５
分
程
度
の
運
動
か
ら
始

め
て
み
る
。

○
普
段
の
歩
行
を
、
息
が
弾
む
ほ

ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
姿
勢
よ
く
歩

い
て
み
る
。

か
ら
だ
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

　

 

運
動
を
習
慣
に
し
よ
う

  

私
た
ち
の
生
活
は
大
変
便
利
に

な
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
歩
く
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
、
慢
性
的
な

運
動
不
足
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
外
遊
び
が
減
っ

て
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

間
が
増
え
、
体
力
や
運
動
能
力
も

低
下
し
、
肥
満
児
が
増
え
て
い
ま

す
。
い
ざ
「
運
動
し
て
み
よ
う
か

な
」
と
い
う
気
に
な
っ
て
も
、
時

間
が
取
れ
な
か
っ
た
り
、
面
倒

だ
っ
た
り
、
な
か
な
か
実
行
で
き

な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で

す
。

　

ま
ず
は
、
自
分
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
自
分
の
健
康
で
気
に
な

る
事
、改
善
し
た
い
事
を
考
え
て
、

で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
始
め
て
み

室
内
で
、
一
人
で
も
で
き
る
体
操

　

戸
外
で
運
動
す
る
こ
と
に
抵
抗

の
あ
る
方
は
、
入
浴
の
時
や
家
の

階
段
や
イ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、

工
夫
し
て
室
内
で
も
で
き
ま
す
。

○
テ
レ
ビ
体
操
や
ラ
ジ
オ
体
操
を

時
々
や
っ
て
み
る
。

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
「
高
齢

者
向
け
の
筋
力

ア
ッ
プ
体
操

」
を
放
映
し

て
い
ま
す
。

か
ら
だ
を
動
か
す
と

　
　
　
　

い
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

◆
肥
満
を
解
消

　

余
分
な
体
脂
肪
が
燃
焼
さ
れ
る
。

◆
生
活
習
慣
病
を
予
防

　

全
身
の
血
液
が
循
環
し
、
動
脈

硬
化
を
防
ぐ
。

◆
若
々
し
い
か
ら
だ
を
つ
く
る

　

筋
力
の
衰
え
を
防
い
で
、
足
腰

を
丈
夫
に
す
る
。

◆
免
疫
力
ア
ッ
プ

　

免
疫
系
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
て
、
自
然
治
癒
力
が
高
ま
る
。

◆
安
眠
へ
導
く

　

運
動
に
よ
る
適
度
な
疲
労
は
、

心
地
よ
い
眠
り
を
生
み
出
す
。

　

小
川
第
３
保
育
園
は
、
小
川
南

小
学
校
の
東
側
、
周
り
を
田
ん
ぼ

や
、
ぶ
ど
う
園
に
囲
ま
れ
た
自
然

豊
か
な
環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
の
広
報
の
表
紙
を

飾
っ
た
「
ヨ
サ
コ
イ
・
ソ
ー
ラ

ン
」
発
祥
の
保
育
園
で
も
あ
り
ま

す
。現
在
、小
学
校
３
年
生
に
な
っ

た
元
祖
ヨ
サ
コ
イ
チ
ー
ム
。
カ
ッ

コ
よ
く
踊
る
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
の
姿
を
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
見
て

育
っ
た
年
中
長
組
で
す
か
ら
、
自

分
た
ち
が
主
役
に
な
っ
た
今
年
の
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運
動
会
で
は
、「
ソ
ー
ラ
ン
、ソ
ー

ラ
ン
」
の
掛
け
声
の
中
に
、「
大

き
く
な
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
自

信
と
喜
び
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
遊

び
の
中
に
、「
忍
者
ご
っ
こ
」
が

あ
り
ま
す
。
第
３
保
育
園
チ
ビ
ッ

コ
忍
者
団
と
し
て
「
お
も
ち
ゃ

片
付
け
の
術
」、「
ス
リ
ッ
パ

並
べ
の
術
」
等
修
行
に
日
々

励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

７
月
の
七
夕
ま
つ
り
で
は
、

里
芋
の
葉
に
た
ま
っ
た
朝
つ

ゆ
を
集
め
墨
を
す
り
、
お
習

字
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
一

緒
に
「
や
さ
し
い
忍
者
に
な

り
た
い
」、「
約
束
を
守
る
忍

者
に
な
り
た
い
」、「
野
菜
が

食
べ
ら
れ
る
忍
者
に
な
り
た

い
」、
と
い
う
思
い
思
い
の
願

い
事
を
書
い
て
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
作
り
ま
し
た
。
来

年
３
月
に
掘
り
出
し
た
時
、

修
行
の
成
果
が
現
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
今
か
ら
と
て
も

楽
し
み
で
す
。　
　

　

い
つ
も
力
と
な
り
保
育
園

を
支
え
て
下
さ
る
保
護
者
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
園
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。「
歓

迎
の
舞
」
で
お
迎
え
し
ま
す
。

》　

俳　

句

綴
ぢ
糸
の
緩
み
し
辞
書
や
秋
灯
下　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

塚
原　
　

廣

山
蔭
を
絞
り
て
速
し
下
り
簗　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

芳
輝

息
止
め
て
聴
く
終し
ま

ひ
湯
の
ち
ち
ろ
か
な　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　
　

星　
　

健
彦

鍬
握
る
腕
に
塩
噴
く
暑
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

永
森　

悦
子

那
須
岳
や
岩
の
ご
と
坐
す
露
の
牛　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

天
墜
つ
る
ご
と
く
捨
身
の
稲
雀　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　
　

和
泉
す
み
を

》　

短　

歌

深
ま
れ
る
秋
山
裾
の
蕎
麦
の
花
日
暮
の
中
に
溶
け
て
ゆ
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　
　

西
宮　

定
子

刈
取
り
の
済
み
し
田
圃
の
畦
道
に
案か
か
し
山
子
は
途
方
に
暮
れ
る
ご
と
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

益
子　

タ
マ

ケ
イ
タ
イ
を
我
は
持
た
ね
ど
大
空
に
メ
ー
ル
飛
ば
し
て
友
と
会
ひ
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

古
里
へ
行
く
山
路
の
麓ふ
も
とに
は
は
や
七
草
の
萩
の
花
咲
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
法
寺　
　
　
　

佐
原　

タ
ミ

散
歩
よ
り
戻
れ
ば
は
や
陽
は
西
に
傾
む
き
て
厨
の
窓
に
明
り
灯
れ
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
法
寺　
　
　
　

伊
藤　

ヨ
シ

諍
い
て
家
を
寡
黙
に
出
で
来
し
を
悔
い
つ
つ
タ
イ
ム
カ
ー
ド
押
し
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　
　

石
沢
千
代
子

》　

川　

柳

順
位
な
ど
言
わ
ず
完
走
へ
の
拍
手　
　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

明
日
咲
く
た
め
に
笑
顔
を
溜
め
て
お
く　
　
　
　
　

北
向
田　
　
　
　

小
林
や
す
こ

母
さ
ん
の
目
が
見
ら
れ
な
い
隠
し
ご
と　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

声
か
け
て
振
り
向
い
た
顔
見
ず
知
ら
ず　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

痛
い
と
こ
突
か
れ
て
議
題
す
ぐ
替
わ
り　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　
　

松
原
悠
起
夫

広
報
文
芸

橘
木
俊
詔
／
著
（
岩
波
書
店
）

　

教
育
や
雇
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
格
差
が
拡
大
す

る
な
か
、
い
ま
日
本
社
会
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。

八
年
前
に
「
一
億
総
中
流
」
の
終
わ
り
を
指
摘
し
た
格

差
問
題
の
第
一
人
者
が
、
様
々
な
統
計
デ
ー
タ
に
よ
っ

て
、
格
差
の
現
状
を
検
証
し
日
本
社
会
の
ゆ
く
え
を
問

う
。

◇
『
牡
丹
酒
』　

山
本
一
力
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
桜
ハ
ウ
ス
』　

藤
堂
志
津
子
／
著
（
集
英
社
）

◇
『
ア
ン
フ
ェ
ア
な
月
』　

秦
建
日
子
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇
『
狼
花
』 

大
沢
在
昌
／
著
（
光
文
社
）　

◇
『
和
を
継
ぐ
も
の
た
ち
』
小
松
成
美
／
著
（
小
学
館
）

◇
『
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン　

ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
パ
ロ
ウ
の
冒
険
』
ロ
ブ
・
キ
ッ
ド
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
涙
そ
う
そ
う
』 

吉
田
紀
子
／
著
（
汐
文
社
）

◇
『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
じ
ん
ち
ゃ
ん
』　

加
古
里
子
／
作
（
福
音
館
書
店
）

◇
『
も
も
ん
ち
ゃ
ん
ぽ
っ
ぽ
ー
』　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ
／
作
（
童
心
社
）

藤
江
じ
ゅ
ん
／
著
（
福
音
館
書
店
）　
　

　

神
田
川
の
龍
は
言
っ
た
。
も
し
、
お
ま
え
に
守

り
た
い
人
間
が
い
る
な
ら
、
災
い
が
か
か
ら
ぬ
よ

う
に
、
な
ん
と
か
雷
の
玉
を
探
し
出
す
よ
う
に
と
。

歳
月
の
中
に
失
わ
れ
た
幻
の
玉
を
め
ぐ
っ
て
、
少

年
た
ち
の
冒
険
が
、
い
ま
始
ま
る
。

『
冬
の
龍
』

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ロ
ー
ベ
ル
／
作
（
偕
成
社
）

　

い
た
ず
ら
っ
子
の
バ
ー
ト
ラ
ム
王
子
は
、
あ
る

日
怒
っ
た
魔
女
に
竜
に
さ
れ
て
し
ま
う･･･

。
王

子
と
ま
わ
り
の
大
人
た
ち
を
愛
情
を
こ
め
て
描

き
、
ロ
ー
ベ
ル
の
魅
力
が
生
き
生
き
と
発
揮
さ
れ

た
ク
ラ
シ
ッ
ク
絵
本
。

『
い
た
ず
ら
王
子
バ
ー
ト
ラ
ム
』

那珂川町
図書館

『
格
差
社
会　

何
が
問
題
な
の
か
』



お知らせお知らせ

平成19年度那珂川町奨学生募集

資格

　那珂川町民の被扶養者で、品行が

正しく学業に優れ、他の奨学金の貸

与を受けていない者

募集定員

　高等学校（高等専門学校及び高等 

　専修学校）奨学生　　５名

　短期大学（専門学校）奨学生２名

　大学生（短大生を除く）奨学生

　　　　　                           ２名

※ただし、募集状況により変更する

場合があります。

貸与金額

　高等学校奨学生　月額　13,000円

　短期大学（専門学校）奨学生　　

　　　　　　　　　月額　30,000円

　大学奨学生　　　月額　30,000円

奨学金の返還（奨学金の貸与は無利

息）20年以内に貸与された奨学金を

返還する。

申込期限　平成18年11月10日～　　

　　　　　　　　平成18年12月28日

申し込み・問い合わせ

　那須郡那珂川町馬頭555番地

　那珂川町教育委員会・学校教育課

　☎０２８７－９２－２８９７

平成19年度菊池育英会奨学生募集

資格

　高等学校及び大学に進学希望者で

学業、人物ともに優秀、かつ健康で

学費の支弁が困難と認められる者

募集定員

　高等学校奨学生　　　若干名

　大学奨学生　　　　　若干名

給与金額

　高等学校奨学生　月額　10,000円

　大学奨学生　　　月額　25,000円

　奨学金の返還はありません。

申込期限　平成18年11月10日～　　

　　　　　　　　平成18年12月28日

申込先・問合先

　那須郡那珂川町馬頭５５５番地

　財団法人菊池育英会

　☎０２８７－９２－２８９７

父親の家庭教育参加を考える集い事業

親子ふれあい交流活動

「しめ飾り作り」参加者募集

　お正月の縁起物“しめ飾り”作り

を、親子で体験してみませんか？

　わらでしめ縄をない、飾り物をつ

けると本格的な“しめ飾り”が完成

します。奮ってお申し込み下さい。

（教育委員会事業「親子わくわく塾」

との共催事業です。）

日時　12月23日（土）

　　　午後１時３０分～午後４時

場所　山村開発センター

募集数　先着５組

参加費　材料費　1,000円

申し込み期限　　11月30日（木）

申し込み・問い合わせ　

　教育委員会生涯学習課

　☎０２８７－９２－２８９７

人権週間「特設人権相談所」開設

　人権週間に人権に関する相談を受

け付けます。お気軽にご相談くださ

い。

日時　12月４日（月）

　　　午後１時～３時

会場　山村開発センター、

　　　小川支所

問い合わせ

　本庁住民生活課

　☎０２８７-９２-１１１２

　小川支所住民生活課

　☎０２８７-９６-２１１４

ヒューマンフェスタとちぎ2006

～みんなが！光輝く未来へ～

日時　11月25日（土）12時～16時

　11月26日（日）10時～15時30分

会場　マロニエプラザ　入場無料

主なイベント

25日（土）

　13：45～　ヒューマンブライトコン

サート「サイコとやさしい仲間たち」

　14：40～　池上　彰トークショー

「もっと輝くために」

26日（日）

　10：30～・15：00～　映画「1リ

ットルの涙」（２回上映）

10：20～・13：20～　それいけ！ア

ンパンマンショー（２回公演）

　11：20～ 木村　弓ライブ＆トーク

一人ひとりが「思いやりの心」「か

けがえのない命」の大切さを実感し

ましょう。

問い合わせ

　栃木県生活環境部人権同和対策課

　☎０２８－６２３－３０２７

第２回町民登山

　体力に自信のある方ぜひご参加く

ださい！　　　

日時　12月３日（日）

　　　※雨天の場合中止

集合　総合体育館 午前６時出発

コース　奥久慈山稜方面

（袋田の滝～月居山～男体神社）

※変更になる場合があります。

参加人員　20名

（定員になり次第締め切ります。）

参加費　2,000円

申し込み・問い合わせ

　11月20日までに総合体育館へ

　　☎０２８７－９２－５６１１
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お知らせお知らせ

馬頭郷土資料館　第３回（通算25

回）企画展　谷田部康幸先生「寄

贈画と郷土の風景画」展

　この度、郷土ご出身の谷田部康幸

先生より大作２点を、那珂川町へ寄

贈されました。今回はそのご披露を

兼ね、あわせて先生の郷土の風景画

を展示いたします。

開催期間　11月１日（水）～11月30

日（木）（毎月曜日・第３日曜日は

休館）

開館時間　午前９時～午後４時30分

（入館は４時まで）

場所　馬頭郷土資料館（入館無料）

問い合わせ　

　那珂川町教育委員会　

　☎０２８７－９２－２８９７

　那珂川町馬頭郷土資料館　

　☎０２８７－９２－１１０３

馬頭広重美術館ワークショップ

「年賀状を作ろう ―木版画編―」

　参加者募集

日時　平成18年12月２日（土）

　　　午後１時30分～

場所　馬頭広重美術館内　視聴覚研

　　　修室

講師　関根理夫先生

参加費　　３００円

持ち物　　彫刻刀セット　

　※図案は、事前に紙に書いてお持

　　ちください

定員　20名（申込順）

申し込み・問い合わせ　　

　馬頭広重美術館

　☎０２８７－９２－１１９９

川の異常をキャッチしたら、すみ

やかな通報を！
　

　川は私たちの飲み水であるばかり

でなく、小動物たちの重要な生息環

境でもあります。発生した水質事故

の被害を最小限におさえるには、地

域住民の皆さんの協力が不可欠です。

　また、万一自ら原因をつくってし

まった場合もすみやかな通報をお願

いします。

・大量の魚の死骸が川に浮いている。

・通常の川の色ではない。

・大量の油が浮いている。

・川から異臭がする。

・異常に泡が発生している。

　このような状況が見受けられたら

ご連絡ください。

連絡先　常陸河川国道事務所

　　☎０２９４－７２－３１７５

　水質事故ホットライン

　　☎０１２０－７２４－８３０

建設業経営巡回相談窓口

　県では建設業者からの経営状況・

経営資源の分析や経営改善、新分野

進出等に関する相談に応じるため、

中小企業診断士等による巡回相談窓

口を開設しています。

　相談は無料で、相談企業名や相談

内容が外部に漏れることは一切あり

ませんので、自社の経営に関してア

ドバイスを受けたい方はお気軽にご

利用ください。

　なお、開設日には電話による相談

も受け付けています。

開設日　11月15日（水）

　　　　午後１時～４時

場所　烏山土木事務所

問い合わせ　烏山土木事務所　

　☎０２８７－８３－１３２１

中小企業季節資金（年末資金）

融資のご案内

融資対象者

　県内に１年以上事業所を有して営

業を行っている中小企業及び事業協

働組合等の皆さま

資金の使いみち　

商品仕入れ、ボーナスの支払いなど

の季節的な運転資金

融資条件

　融資額　企業　1千万円以内

　　　　　団体　１億円以内

　融資利率　年2.0％（保証付の場

　　合は1.5％）以内

　融資期間　平成18年11月1日～

　　　　　　　平成19年3月30日

申し込み先

　県内に本店を有する銀行、信用金

庫、信用組合の本支店及び商工組合

中央金庫の県内営業店

申し込み期間　10月25日～12月29日

問い合わせ

　取扱金融機関または県経営支援課

　☎０２８－６２３－３１８１

南那須養護学校第４回学校見学会

　栃木県立南那須養護学校では、障

害児教育への理解と認識を深めてい

ただくため、学校見学会を開催いた

します。

期日　11月15日（水）

午前　10時～11時30分

場所　栃木県立南那須養護学校

　　 （那須烏山市藤田1181-152）

対象　小・中就学対象者

※見学を希望される方は、事前に学

校にお申し込み下さい。

問い合わせ

　栃木県立南那須養護学校

　☎０２８７－８８－７５７１
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お知らせお知らせ

宇都宮共同高等産業技術学校（職

業訓練校）平成19年度生徒募集

対象　各学科に関連する事業所など

に就職している人または就職を予定

している人

予定人員・訓練期間　木造建築科＝

10人（３年）、畳科＝10人（２年）、

建築設計科＝10人（２年）　通学は

土曜日の午後のみ

特典　訓練終了時の技能検査に合格

すると合格証書が交付され、「技能

士補」となります。また、国家検定

試験の２級技能士受験の際に学科試

験が免除されます。

申し込み　平成19年3月15日（木）

までの毎週火曜～土曜日の午前10時

～午後４時に、学校で配布する入学

願書などに必要事項を書き、直接ま

たは郵送で、〒320-0052 中戸祭町

848　宇都宮共同高等産業技術学校

へ。なお、入学願書などの取り寄せ

は郵送も可能。

問い合わせ　

　宇都宮共同高等産業技術学校

　☎０２８－６２２－１２７１

そば打ち入門参加者募集

日時　11月26日（日）

　　　午前９時～午後１時30分

会場　南那須少年自然の家

対象者　子どもとその保護者、一般

募集人員　20組（定員になり次第締

め切ります。）

参加費　1人400円　1組そば粉代

（１㎏５～6人分）1,000円

携行品　上履き、エプロン等

申し込み　11月19日までに、ハガキ

またはFAXで次のことを記入のう

えお申し込みください。

記入内容　郵便番号／住所／参加者

全員の氏名、年齢、性別／ＴＥＬ

申し込み先

〒321-0505　那須烏山市上川井1299

栃木県立南那須少年自然の家

「そば打ち入門」係

　  ☎ ０２８７－８８－９３４１

　Fax０２８７－８８－０２２９

第１回星空観察会

～ふたご座流星群をみつけよう～

期日　12月９日（土）

　　　午後７時～午後９時

会場　栃木県立南那須少年自然の家

参加費　無料

内容　天体ボランティアの指導を受

けながら、天体ドームの200mmの

望遠鏡などを使って星空を観察しま

す。

持ち物　懐中電灯、スリッパ

申込方法　12月８日(金)までに、は

がきまたはFAX（参加者名・住所

・電話番号を明記）でお申し込みく

ださい。定員は先着100名です。

※雨天・曇天時は中止となります。

午後６時に決定しますので、お問い

合わせ下さい。

問い合わせ・申し込み

栃木県立南那須少年自然の家

〒321-0505　那須烏山市上川井1299

　　☎　０２８７－８８－９３４１

　ＦＡＸ０２８７－８８－０２２９

第23回黒羽矯正展

日時　11月23日（木）

　　　午前９時～午後３時

場所　黒羽刑務所（駐車場1000台）

刑務所内見学

　通常見ることのできない受刑者の

作業場所、居住場所など、受刑者が

どのような生活を行っているかを感

じ取ってください。

広報コーナー

　刑務官の勤務の様子などをパネル

展示などで紹介、刑務所の給食の有

料試食会の実施（数に限りあり）

各種体験教室

　性格検査体験コーナー、刺し子巾

着袋やコースター作り体験教室

各種イベント及びバザー

　日光猿軍団校長と元殿さまキング

ス宮地オサム氏による歌＆ト－クシ

ョ－、黒羽太鼓保存会及び田町囃子

会の演奏、琴伝流大正琴「琴和会」

の演奏、寒井小ＰＴＡのサブレンジ

ャーショー、加山裕花の歌謡ショー、

那須お笑い学校生のお笑いなど、

地域団体の協力による手芸品バザー

日用品、食料品等のバザー

刑務所作業製品の展示・販売

　全国の刑務所で受刑者が製作した

約450種15,000点を一同に展示、販

売します。

裁判員制度の紹介コーナー

問い合わせ　黒羽刑務所

　☎０２８７－５４－１１９８

住宅ローンを選ぶなら、金利が変

わらない安心【フラット35】

　「フラット35」は、民間金融機関

と住宅金融公庫が提携して実現した

長期固定金利の住宅ローンです。

金利変動がないから安心（最長35年）

最高8000万円まで借り入れできます。

保証料０円、繰上返済手数料０円

独自の技術基準で、住宅の質確保

問い合わせ

住宅金融公庫フラット35サイト

　WWW.flAt35.com

お客さまコールセンター

ナビダイアル

　０５７０－０８６０－３５
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お知らせお知らせ

犯罪被害者・ご遺族の方へ

犯罪被害者給付制度のご案内

　犯罪被害者給付制度は、故意の犯

罪行為により不慮の死亡、重症病ま

たは生涯という重大な被害を受けた

にもかかわらず、何らの公的救済や

加害者側からの損害賠償も得られな

い被害者または遺族に対して、国が

犯罪被害者等給付金を支給するもの

です。

　犯罪被害者等給付金には、遺族給

付金、重症病給付金及び障害給付金

の３種類があります。

　申請手続き等の詳しい内容は、栃

木県警察本部警務課（☎０２８－

６２１－０１１０）にお問い合わせ

ください。

警察等の被害相談窓口

　警察では各種相談窓口を設け、被

害者の方からの様々な相談に応じて

います。

　また、どこに相談したら良いか分

からない場合にも、専門の機関等を

紹介いたしますので、お気軽に警察

の相談窓口をご利用ください。

県民相談室

　☎０２８－６２７－９１１０

　（または＃９１１０）

性犯罪被害者相談電話

　☎０１２０－７１－０８７３

　（社）被害者支援センターとちぎ

　☎０２８－６４３－３９４０

那珂川警察署

　☎０２８７－９２－０１１０

とちぎ元気フォーラムin大田原

　県政の課題などについて、県民の

皆さんと知事が直接話し合うフォー

ラムを開催します。

期日　12月16日（土）午後１時30分

　　　～（２時間程度を予定）

場所　大田原市総合文化会館

　　　（大田原市本町１－３－３）

応募資格　県内に在住、通勤・通学

している方

定員　約150名

応募方法　住所、氏名、年齢、電話

番号、性別、職業（学校名）を明記

の上、はがき、ＦＡＸ、Ｅメールで

応募願います。（応募多数の場合は

抽選）

応募締切り　11月24日（金）

　　　　　　当日消印有効

その他　乳幼児のための託児室（無

料）を設置いたしますので、ご希望

の方はその旨を記載願います。

申し込み・問い合わせ

　県広報課（〒320-8501※住所記入

不要）☎０２８－６２３－２１５８

ＦＡＸ０２８－６２３－２１６０

Ｅメール:Kocho@pref.tochigi.jp

石綿による特別遺族給付金の請求

についてのお知らせ

　平成18年３月に施行された「石綿

による健康被害の救済に関する法律」

により、平成13年３月26日以前に石

綿ばく露を原因とする疾病により死

亡した労働者のご遺族で時効により

労災保険法の遺族補償給付を受ける

権利が消滅した方に対しまして特別

給付金が支給されることとなりまし

た。

　年金として支給される特別遺族給

付金は、請求のあった日の属する月

の翌月分からの支給になります。ま

た、法施行日から３年を経過した平

成21年３月27日以降は、請求できな

くなります。

　また、平成13年３月27日以降に石

綿ばく露を原因とする疾病により死

亡した労働者のご遺族は、労災保険

法に基づく遺族補償給付の対象とな

りますが、請求権の時効は５年とな

っております。

　特別遺族給付金や労災保険制度に

ついては、栃木労働局または各労働

基準監督署へお問い合わせください。

栃木労働局労災補償課

　☎０２８－６３４－９１１８

南那須地方食と農の祭典

日時　12月２日（土）

　　　午前10時～午後２時

場所　ひのきや（那須烏山市）

内容　・食育フェア

　　　・地産地消フェア

　　　・農産物直売所まつり

　　　・八溝そばまつり

　　　・食品まつり

　　　・味わい広場

主催　南那須地方農業振興協議会

　　　那須南地産地消協議会

問い合わせ　

南那須農業振興事務所☎0287－82－3726

ＪＡなす南営農部☎0287－88－7733
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○
小
川
小
学
校
へ

百
万
円　

川
井
一
夫
様
（
岐
阜
県
）

○
美
術
館
へ

三
十
万
円　

磯　

敏
雄
様
（
馬
頭
）

一
万
円　

栃
木
県
行
政
書
士
会
様

○
福
祉
基
金
へ

十
万
円　

小
室
清
是
様
（
浄
法
寺
）

五
万
円

　
　
　

ア
イ
ス
工
房
武
茂
の
郷
様

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

二
万
四
十
一
円　

　
　
　
　
　

馬
頭
地
区
敬
老
会
様

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名
（
３
８
５
回
）

ありがとう
ございます

寄　贈
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朝夕の冷え込みに冬の訪れを感
じるようになりました。家の中
に閉じこもらずに、今月も元気
に遊びに来てくださいネ！

★なかよしひろば
・11月17日（金）午前10：00～
　ダンボールであそぼう。　　　　　　　　　　　
・参加申し込み　15日（水）まで　　　　　　　
・おやつ代　50円

★料理教室
・11月23日（木）午前10：00～
　巻きずしをつくろう。
・参加申し込み　21日（火）まで
・持ってくるもの　エプロン、三角巾、巻きす（あ
　る人）
・参加費　100円　※爪を切ってきてね

★生け花教室
・11月25日（土）午後１：30～
　秋のお花をステキに生けましょう。　　　
・花代　700円
　参加したい方は21日（火）までに申し込んでね。

「児童館」
11月16日～12月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後４時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・11月16日（木）午前10：30～
・12月 ７ 日（木）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

高校生ボランティアのおはなし会
・12月２日（土）午前10：30～
　アンパンマンの紙しばいや楽しいおはなしがいっ
　ぱい。おはなしのあとには、たのしい工作教室が
　あります。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

婦人ボランティアのおはなし会
・12月９日（土）午後2：00～
　おはなしじょうずなボランティアが、昔ばなしの
　絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ室

読　書　会
・12月13日（水）午後1：30～
　テキスト　
　「国家の品格」　
　　　　　　　　藤原正彦／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。興味のある
　方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

★鬼ごっこをしよう
・11月25日（土）午前10：00～
　いろいろな鬼ごっこでたのしくあそぼう。

★クリスマスグッズをつくろう
・12月10日（日）第１回　午前10：00～　
　　　　　　　　　第２回　午後1：30～　　　　
　かわいいオーナメントをつくろう。
・参加申し込み　６日（水）まで
・材料費　100円

今
月
の
表
紙

※ 11 月～ 2月は４時閉館になります。

　

通
常
点
検
は
、
消
防
団
員
の
士
気

の
高
揚
と
結
束
を
高
め
る
と
と
も

に
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
人

員
並
び
に
服
装
点
検
」、「
機
械
器
具

の
点
検
」
は
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

会
場
に
、
分
列
行
進
は
馬
頭
中
学
校

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
を
先
頭
に
市
街
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

武
茂
川
堤
防
に
30
台
の
消
防
車
が

勢
揃
い
し
、
一
斉
に
放
水
を
始
め
た

放
水
点
検
は
、
と
て
も
頼
も
し
い
も

の
で
し
た
。

★なかよしひろば
・12月５日（火）午前10：00～
　新聞紙であそぼう。
・参加申し込み　１日（金）まで
・おやつ代　50円



う
ぶ
ご
え

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

深
澤　
　

晴は
る　

正　

樹

　
　
　
　
　
　

宏　

子　

馬　

頭

松
山　

果か
な
る愛　

厚　

夫

　
　
　
　
　
　

聡　

子　

馬　

頭

三
尾
谷
静せ
い
や也　

真　

一

　
　
　
　
　
　

志　

織　

馬　

頭

大
金　

洸こ
う
す
け祐　
　

薫

　
　
　
　
　
　

智　

子　

小　

口

佐
藤　

涼り
ょ
う
す
け祐　

友　

規

　
　
　
　
　
　

敦　

子　

久
那
瀬

長
山　

心み
ち
か愛　

好　

美

　
　
　
　
　
　

玲　

子　

盛　

泉

菊
地　

陽は
る
き光　

耕　

美　

大　

内

　
　
　
　
　
　

靖　

世

松
岡　

杏あ

こ胡　
　

智

　
　
　
　
　
　

麻　

耶　

小　

川

川
味
滉こ
う
い
ち
ろ
う

一
朗　

智　

行　

小　

川

　
　
　
　
　
　

朱　

里

青
木　

希の
ぞ
み未　

康　

彦　

三　

輪

　
　
　
　
　
　

雅　

子

平
成
18
年
９
月
21
日
～

　

平
成
18
年
10
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

11月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　10,059 人（－ 13）
 　女　10,106 人（－ ８ ）
 　計　20,165 人（－ 21）
 世帯数  5,977　   （－  1 ）

（　）内は前月との比較

古

代

の

印

鑑

　

現
在
、
私
た
ち
は
公
の
書
類
な

ど
で
自
分
を
証
明
す
る
「
し
る

し
」
と
し
て
「
印
鑑
」
を
用
い
ま

す
。
現
在
の
よ
う
に
一
般
の
人
々

が
印
鑑
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
般
の
人
々
に
苗み
ょ
う
じ字
が
許

可
さ
れ
た
明
治
時
代
以
降
の
こ
と

で
す
。

　

日
本
で
正
式
に
印
制
度
が
確

立
さ
れ
た
の
は
、
今
か
ら
約

一
、三
〇
〇
年
前
に
中
国
の
制
度

に
倣な
ら

っ
た
律
令
国
家
に
な
っ
て
か

ら
で
し
た
。
中
央
政
府
と
地
方
と

の
公
文
書
の
や
り
と
り
に
は
、
本

物
で
あ
る
と
証
明
す
る
「
印
」
が

必
要
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

古
代
で
は
誰
も
が
自
由
に
印
鑑

を
所
持
し
て
も
よ
い
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
天
皇
の
ほ
か
、
朝
廷

か
ら
許
可
を
受
け
た
上
層
階
級
の

人
た
ち
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
官
公
庁
の
印
な
ど
一
部
の

役
所
し
か
所
持
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
の
法
律
の
注
釈
書
で
あ

る
『
令り
ょ
う
の
ぎ
げ

義
解
』
で
は
税
と
し
て
納

め
る
布
に
各
国
の
「
国
印
」
を
押

す
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
国
印
の
押
さ
れ
た
布
や

公
文
書
が
正
倉
院
な
ど
に
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
資
料
館
で
展
示
し
て
い
る
那

須
官か
ん
が衙
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
銅
製

の
印
鑑
は
昭
和
十
五
年
、
現
在
銅

印
基き
だ
ん壇
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る

畑
の
耕
作
中
に
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
二
十
九
年
に
は
国
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
東
京
国
立

博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
み
の
部
分
は
ニ
ワ
ト
リ
の

頭
の
形
を
し
て
お
り
、
ヒ
モ
を
通

す
孔あ
な

が
あ
い
て
い
ま
す
。
一
辺

三
・
九
四
セ
ン
チ
の
方
形
で
、
高

さ
が
三
・
七
六
セ
ン
チ
あ
り
ま
す
。

印
面
に
は
「
萪
□
私
印
」（
□
は

不
明
文
字
を
表
し
ま
す
）
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。「
萪
□
」
は
姓
と

名
の
一
字
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
郡
役
所
で
使
用
さ
れ
る
印
鑑

に
は
公
印
以
外
に
私
用
の
印
（
私

印
）
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

印
の
形
や
印
文
か
ら
、
那
須
官
衙

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
銅
印
は
平
安

時
代
初
期
の
私
印
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
印
鑑
を
持
つ
こ

と
は
権
力
、
地
位
、
財
力
の
象
徴

で
し
た
。
那
須
で
も
私
印
の
所
持

を
認
め
ら
れ
た
上
層
階
級
の
人
物

が
お
り
、
地
域
の
統
治
に
あ
た
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け

中
央
政
府
か
ら
み
て
も
那
須
地
域

が
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
銅
印
は
官
衙
や
那
須
地
域

の
役
割
を
考
え
る
上
で
も
、
貴
重

な
「
印し
る
し」
と
い
え
る
の
で
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

　
　
　
　

学
芸
員　

金
子
智
美
）

お
く
や
み

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　　
（
住
所
）

栗
田　

佐
内　
（
87
）　　

健　

武

益
子　

欣
壽　
（
81
）　　

和　

見

小
髙　

秀
男　
（
63
）　　

和　

見

松
本
淳
一
郎　
（
58
）　　

松　

野

八
嶋　
　

実　
（
59
）　　

松　

野

髙
野　

一
夫　
（
90
）　　

富　

山

河
野　

サ
ク　
（
84
）　　

富　

山

星　
　

政
衞　
（
80
）　　

大　

内

菊
地　

錦
壽　
（
78
）　　

大　

内

露
久
保
た
か　
（
81
）　　

大　

内

露
久
保
一
郎　
（
85
）　　

大　

内

大
金　
　

讓　
（
69
）　　

大　

内

星　

ヨ
シ
ノ　
（
84
）　　

谷　

田

川
井　

金
一　
（
76
）　　

東
戸
田

大
森　

浩
二　
（
37
）　　

浄
法
寺

銅　　印
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歌川広重 「東都王子不動之瀧　王子音無川　王子滝之川」　絹本着色　三幅対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘉永（1848-54）前期　当館蔵

開館６周年記念特別展

「広重を生んだ画派 歌川派の時代展」後期

　10 月 14 日～ 25 日まで、広
重美術館ギャラリーで開催され
た和泉一雄写真展「白鳥の詩が
聞える」。
　和泉さん（小川）は北海道な
どに行って白鳥を撮り続けて 15
年。今回、今までの集大成とし
て宇都宮市、那珂川町の２ヵ所
で写真展を開催しました。
　そのうちの２点をご紹介します。

白鳥の詩
うた

が聞える

第14回

をかみつぶした顔が目に浮かぶようですが、我々
は彼らの苦

くちゅう

衷をよそに、心おきなくこの傑作を鑑
賞することとしましょう。
※この作品は開館６周年記念特別展「広重を生ん
だ画派　歌川派の時代展」後期（１２月３日まで）
に出品されています。
　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　津田　卓子

とは、広重が出羽国（現山形県）の天童藩織田家
から依頼をうけて制作した肉筆画（約２００幅ほ
どあったといわれる）のこと。この天童藩、だい
ぶお金に困っていました。そのため近隣の名主や
商人たちから御用金という名の大量の借金をした
のです。ところがそれだけの大金を返却するあて
がない。そこで、藩士と交流のあった広重に描か
せた絵を与えることで借金の帳消しをはかり、更
に今後１０年にわたる御用金の約束を取り付けた
のです。広重の肉筆とはいえ、当時の人々からす
れば実質上の借金の踏み倒しという事態になって
しまったわけです。特に、本作のような三幅対の

「天童広重」は、高額の御用金を上納した人々に
授けられたと考えられています。商人たちの苦虫

ミニ
ギャラリー

町民無料開放のお知らせ
　11月18日（土）の午後５時30分から午後
８時まで、那珂川町民の皆さまを美術館へご招待
します。無料で本展がご覧いただけます。ぜひこ
の機会にご家族そろって夜の美術館をお楽しみく
ださい。

　料理の世界に「大名おろ
し」という言葉があります。
魚を三枚におろすとき、中
骨にたくさん身を残してさ
ばくことをいいます。ぜい
たくな方法なので、この名
があるのでしょう。しかし
殿様といえど我々庶民が想
像するほど優雅なものでは
なかったようで…。
　そのあたりの事情を物語
る「天

てんどうひろしげ

童広重」の作品をご
紹介します。「天童広重」

連　  翔 幻　  想
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